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針路

　 　 

１
０
月
２
６
日
、
愛
媛
県
の
中
村
知
事
は
、
伊
方
原
発
の
再
稼
働
に
同
意
し
ま
し

た
。
早
け
れ
ば
来
年
の
春
以
降
に
再
稼
働
の
危
険
性
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
反

対
し
、
松
山
で
再
稼
働
反
対
の
全
国
集
会
が
開
催
さ
れ
、
４
０
０
０
人
が
結
集
し
ま

し
た
。
高
知
県
内
で
も
、
緊
急
の
反
対
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

愛
媛
県
知
事
伊
方
原
発
再
稼
働
に
同
意

松
山
で
の
反
対
集
会
に
４
０
０
０
人
が
結
集

再
稼
働
あ
り
き
の
姿
勢

 

　
中
村
知
事
は
、
「出
力
、
コ
ス
ト
、
安

定
供
給
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
す
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
な
く
、
現
状
で
は
、
安
全

対
策
を
施
し
た
う
え
で
原
発
に
向
き

合
っ
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。
し
か
し
、
事
故
への
対
応
な
ど
を

含
め
れ
ば
、
コ
ス
ト
が
跳
ね
上
が
る
原
発

を
使
い
続
け
る
方
針
が
熱
効
率
も
良

く
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
も
少
な
い
ガ
ス
コ
ン
バ

イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
（Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
発
電
への
切

り
替
え
を
遅
れ
さ
せ
、
安
定
出
力
や

安
定
供
給
を
阻
害
し
て
い
る
こ
と
に
は
、

全
く
触
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
古
い
火
力

発
電
を
Ｌ
Ｎ
Ｇ
へ切
り
替
え
て
い
く
こ
と

を
早
急
に
進
め
て
い
け
ば
、
電
力
の
安

定
供
給
も
解
決
し
ま
す
。

　 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
が
要
求
す

る
公
開
討
論
も
開
催
し
な
い
ま
ま
に
、

四
国
電
力
の
主
張
を
鵜
呑
み
に
、
再
稼

働
に
同
意
す
る
姿
勢
は
、
「再
稼
働
は

白
紙
」と
い
う
答
弁
が
ま
っ
た
く
の
偽
り

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
決
し
て

容
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
再
稼

働
に
は
、
道
理
が
あ
り
ま
せ
ん
。

県
内
で
反
対
集
会
に
１
２
０
人

　 

愛
媛
県
知
事
の
再
稼
働
同
意
を
受

け
、
高
知
県
の
尾
崎
知
事
は
、
伊
方
原

子
力
発
電
所
３
号
機
の
再
稼
働
に
愛
媛

県
知
事
が
同
意
し
た
こ
と
に
つ
い
て
「立

地
県
で
あ
る
愛
媛
県
の
判
断
を
尊
重
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、
容
認
す
る

姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

 

　 

こ
れ
に
反
対
し
、
１
０
月
２
７
日
に

高
知
市
役
所
前
で
緊
急
集
会
が
開
催
さ

れ
、
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
集

   

二
つ
の
首
長
選
挙
。
県

労
連
も
加
盟
す
る
組
織

は
、
一
つ
に
は
候
補
者
を

立
て
、
一
つ
に
は
立
て
な

か
っ
た
。
１
１
月
１
５
日
の
同
日
選
挙
の

予
定
で
あ
っ
た
。
前
者
は
高
知
市
長
選

挙
。
後
者
は
県
知
事
選
挙
。
立
て
な

か
っ
た
方
の
反
響
が
、
今
に
な
っ
て
大
き

い
▲
と
い
う
の
も
安
保
法
制
、
改
憲
、

７
０
年
談
話
に
対
す
る
態
度
だ
け
で
は

な
く
、
尾
崎
知
事
が
、
伊
方
原
発
再

稼
働
に
つ
い
て
す
ぐ
さ
ま
、
「
容
認
姿

勢
」
を
表
明
、
し
か
も
、
「四
国
電
力

の
安
全
対
策
は
合
理
的
」
と
ま
で
言
い

切
っ
た
か
ら
だ
▲
四
電
と
の
１
６
回
に
も

及
ぶ
勉
強
会
で
、
「安
全
面
で
の
県
民
の

懸
念
」
な
ど
を
追
及
し
、
「実
」
を
と
っ

て
き
た
と
胸
を
張
る
知
事
だ
が
、
「安
全

性
、
必
要
性
、
原
発
の
将
来
比
率
」
を

確
認
し
た
と
述
べ
た
。
将
来
比
率
は
四

国
電
力
は
、
何
も
示
し
て
お
ら
ず
、
確

認
の
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
の
に
▲
こ
の

素
早
い
態
度
表
明
を
見
る
と
、
「追
求
」

は
単
な
る
ポ
ー
ズ
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
四
国
電
力
への
「厳
し
い
」
質

問
の
態
度
が
、
私
た
ち

「原
発
を
な
く

す
県
民
連
絡
会
」
と
の
話
し
合
い
で
は
、

ま
る
で
「四
国
電
力
か
？
」
と
い
う
態
度

の
変
貌
ぶ
り
。
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
だ

▲

「能
吏
」
を
以
て
す
る
評
価
で
よ
い
の

か
。
地
方
政
治
は
、
「経
済
の
豊
か
さ
」

最
優
先
？
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
対

立
軸
を
見
出
せ
な
い
の
は
、
思
考
の
貧

困
ゆ
え
で
は
な
い
の
か
。
「力
不
足
」
に

は
、
そ
の
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。
（田
）

会
で
は
、
高
知
県
知
事
と
し
て
、
高
知
も

地
元
自
治
体
で
あ
る
と
い
う
点
や
大
株
主

と
い
う
立
場
か
ら
も
、
安
全
性
か
確
保
さ

れ
て
い
な
い
原
発
の
再
稼
働
を
容
認
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
発
言
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　 

高
知
県
は
、
こ
の
間
四
国
電
力
と
の
学

習
会
を
開
催
し
、
８
０
０
に
わ
た
る
質
問

を
し
て
い
ま
す
。
一
見
す
れ
ば
大
変
厳
し

く
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

私
た
ち
が
要
求
す
る
公
開
討
論
会
の
開
催

な
ど
は
、
か
た
く
な
に
開
催
を
拒
み
続
け

て
き
ま
し
た
。
高
知
も
伊
方
原
発
の
地
元

で
す
。
伊
方
原
発
で
福
島
の
よ
う
な
事
故

が
起
こ
れ
ば
、
風
に
乗
っ
て
高
知
に
も
放

射
能
が
降
り
注
ぎ
ま
す
。
県
民
の
い
の
ち

と
く
ら
し
を
守
る
強
い
意
思
表
示
が
知
事

に
は
必
要
で
す
。

さ
よ
な
ら
原
発
集
会
の
成
功
を
！

   

１
２
月
１
３
日
に
は
、
高
知
市
中

央
公
園
で
さ
よ
な
ら
原
発
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
原
発
再
稼
働
や

戦
争
法
の
強
行
な
ど
、
私
た
ち
の

い
の
ち
や
く
ら
し
が
脅
か
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
集
会
を
成
功
さ

せ
、
原
発
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
への
転
換
、
平
和
な
日
本
への

転
換
を
政
府
の
力
で
早
急
に
進
め

て
い
く
こ
と
を
求
め
ま
し
ょ
う
。
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あったか市政を目指し奮闘中！
～森あつ子さんを初の女性市長に～

　 

１
０
月
２
７
日
、
民
主
市
政
を
つ
く
る
み
ん
な
の
会

（民

主
市
政
の
会
）は
、
高
知
市
長
選
挙
の
予
定
候
補
で
あ
る
森

あ
つ
子
さ
ん
の
決
起
集
会
を
Ｒ
Ｋ
Ｃ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
４
５

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
や
ダ
ン
ス
な
ど
、

明
る
く
楽
し
い
集
会
に
、
森
あ
つ
子
さ
ん
が
目
指
す
「あ
っ

た
か
市
政
」
へ
の
思
い
が
溢
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

決
起
集
会
に
４
５
０
人

あ
っ
た
か
市
政
へ
転
換
し
よ
う

冷
た
い
市
政
か
ら
あ
っ
た
か
市
政
へ

市
民
サ
ー
ビ
ス
削
減
の
財
政
再
建

　 

松
尾
前
市
長
が
進
め
た
大
型
ハコ
モ
ノ

事
業
に
よ
っ
て
、
多
額
の
負
債
を
抱
え

た
高
知
市
で
す
が
、
後
継
指
名
さ
れ
た

岡
﨑
氏
は
、
「放
っ
て
お
い
て
は
夕
張
の

よ
う
に
な
る
」
と
し
て
、
財
政
再
建
を

掲
げ
、
職
員
削
減
を
行
い
ま
し
た
。
職

員
は
合
併
前
と
比
較
し
て
、
２
０
０
人

も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
少
な
い
人

数
で
広
域
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、
職
員
へ

の
負
担
が
増
え
る
と
と
も
に
、
支
所
機

能
の
縮
小
に
よ
っ
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
は

悪
化
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
保
料
は
中
核
市
の
中
で
５

番
目
に
高
い
水
準
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

行
っ
て
い
な
い
た
め
、
保
険
料
が
高
く
払

い
た
く
て
も
払
え
な
い
世
帯
が
、
全
世

帯
の
１
割
以
上
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
学
童
保
育
の
利
用
料
、
水

道
料
金
、
公
共
施
設
の
利
用
料
な
ど
１

０
０
項
目
以
上
で
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
の
計
画
を

大
き
く
上
回
る
財
源
を
確
保
し
ま
し

た
。

よ
み
が
え
る

「ハ
コ
モ
ノ
」
失
政

　 

市
民
の
負
担
と
犠
牲
、
我
慢
に
よ
っ

て
作
り
出
し
た
「財
源
」
を
、
岡
﨑
市

長
は
再
び
「ハ
コ
モ
ノ
事
業
」
へつ
ぎ
込
も

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
典
型
が
、
新

庁
舎
の
建
設
で
す
。
当
初
予
算
で
は
９

０
億
で
あ
っ
た
も
の
が
、
１
８
０
億
に
ま

各
団
体
か
ら
期
待
の
声

　 

直
前
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｒ
Ｋ

Ｃ
ホ
ー
ル
に
は
４
５
０
人
も
の
市
民
が
集

ま
り
ま
し
た
。
決
起
集
会
で
は
、
商
店

の
経
営
者
、
障
害
を
持
た
れ
た
方
、
母

親
、
保
育
士
な
ど
様
々
な
立
場
の
市

民
か
ら
、
森
あ
つ
子
さ
ん
への
期
待
が
語

ら
れ
ま
し
た
。
登
壇
し
た
発
言
者
に
共

通
し
た
の
が
、
「今
の
岡
﨑
市
政
は
冷
た

す
ぎ
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
高
す
ぎ

る
国
民
保
険
料
、
県
内
最
低
レ
ベ
ル
で
あ

る
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
制
度
、
半

数
以
上
が
非
正
規
の
保
育
職
場
、
障
害

者
に
は
利
用
し
に
く
い
バ
ス
な
ど
、
市
民

の
立
場
で
は
な
く
、
財
政
や
コ
ス
ト
が
中

心
と
な
っ
た
市
政
運
営
は
も
う
た
く
さ

ん
と
の
声
が
上
げ
ら
れ
、
会
場
か
ら
は

共
感
の
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
に
な
い
決
起
集
会
に

　
　
参
加
者
か
ら
の
感
想
の
中
に
は
「今

ま
で
な
か
っ
た
楽
し
い
決
起
集
会
で
し
た
」

や
「楽
し
か
っ
た
。
今
日
の
集
会
で
、
森

さ
ん
が
目
指
す
あ
っ
た
か
市
政
が
見
え
た

気
が
す
る
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
出
し
物
で
は
、
自
治
労
連
女

性
部
の
方
が
「リ
サ
イ
タ
ル
」
を
行
い
、

森
あ
つ
子
さ
ん
を
応
援
す
る
替
え
歌
で

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ボ
ン
ボ
ン

を
持
っ
た
ダ
ン
サ
ー
を
従
え
、
歌
っ
て

踊
る
応
援
に
、
急
遽
駆
り
出
さ
れ
た
森

あ
つ
子
さ
ん
も
踊
り
で
答
え
ま
し
た
。

　 

田
口
委
員
長
（民
主
市
政
の
会
代
表

委
員
）か
ら
市
長
選
挙
の
争
点
が
語
ら

れ
、
そ
の
後
に
森
あ
つ
子
さ
ん
が
紹
介

さ
れ
る
と
、
会
場
の
雰
囲
気
は
最
高
潮

と
な
り
ま
し
た
。
横
山
元
市
長
の
言
葉

で
あ
る

「市
民
の
心
を

（自
分
の
）
心

と
す
る
」
市
政
を
作
っ
て
い
き
た
い
、
そ

の
為
に
小
学
校
校
区
単
位
で
の
あ
っ
た
か

懇
談
会
（市
政
懇
談
会
）
の
開
催
を
訴

え
る
森
あ
つ
子
さ
ん
に
多
く
の
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　 

最
後
に

「元
気
も
り
も
り
森
あ
つ

子
、
勇
気
も
り
も
り
森
あ
つ
子
、
優
し

さ
も
り
も
り
森
あ
つ
子
、
一
気
に
も
り

も
り
森
あ
つ
子
」
の
コ
ー
ル
を
行
い
、
市

長
選
挙
勝
利
を
誓
い
ま
し
た
。
投
票
日

の
１
５
日
ま
で
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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桂浜
ゴルフ場跡

高知市の調査区域

で
膨
れ
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
老

朽
化
し
た
南
庁
舎
を
取
り
壊
し
、
更
地

に
す
る
予
定
も
、
そ
こ
に
「福
祉
会
館
」

を
立
て
る
計
画
が
浮
上
し
て
い
ま
す
。

「福
祉
」と
名
前
は
つ
い
て
い
ま
す
が
、
こ

の
間
の
議
論
の
経
過
を
踏
ま
え
れ
ば
、

明
ら
か
に
岡
﨑
市
長
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の

「ハ
コ
モ
ノ
事
業
」
で
す
。

　 

高
知
市
の
財
政
規
模
で
見
れ
ば
、

年
間
１
０
０
億
円
の
予
算
規
模
が
適
正

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
財
政
再
建
が
終

わ
っ
た
途
端
に
、
適
正
規
模
を
明
ら
か

に
上
回
る
ペ
ー
ス
で
「ハ
コ
モ
ノ
事
業
」
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
岡
﨑
市

政
に
、
自
身
が
財
政
部
長
で
あ
っ
た
松

尾
市
政
の
反
省
は
ま
っ
た
く
活
か
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
失
政
を
繰
り
返
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

疑
惑
ま
み
れ
の
「道
の
駅
」
構
想

　 

９
月
議
会
で
急
遽
提
案
さ
れ
た
の
が
、

長
浜

「道
の
駅
」
構
想
で
す
。
１
０
０

億
近
い
費
用
が
か
か
る
予
定
で
す
が
、
こ

の
計
画
に
は
、
「黒
い
疑
惑
」が
飛
び
交
っ

て
い
ま
す
。

　 

高
知
市
観
光
の
大
き
な
目
玉
で
あ
る

桂
浜
は
、
古
く
な
っ
た
土
産
物
店
な
ど

再
整
備
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

「道
の
駅
」
の
建
設
予
定
地
は
、
桂
浜

か
ら
数
キ
ロ
離
れ
た
山
の
上
で
す
。
し
か

も
、
海
沿
い
の
花
街
道
で
は
な
く
、
そ

こ
か
ら
細
い
道
を
上
っ
た
山
の
上
に
あ
り

ま
す
。
新
た
に
山
の
尾
根
に
道
を
作

り
、
行
き
止
ま
り
に
「道
の
駅
」
を
つ

く
る
と
い
う
も
の
。
そ
の
土
地
の
９
割

を
特
定
業
者
が
所
有
し
て
い
ま
す
。

　 

桂
浜
の
再
整
備
と
言
う
に
は
あ
ま
り

に
も
不
合
理
な
こ
の
計
画
の
背
景
に
は
、

「弱
者
に
冷
た
く
」、
「声
の
大
き
な
団

体
に
弱
い
」
岡
﨑
市
政
の
特
徴
が
露
骨

に
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
平
・
公
正
な

市
長
の
誕
生
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
知
市
政
３
つ
の
転
換
を

国保料値上げの 「冷たさ」

　保険証取り上げ1000件超

　　　国保料の減免制度の廃止で、ある障害

　者の方は、 年間9千円も国保料増。 資格

　証明書の発行（保険証の取り上げ）も1000

　件に急増。

子育て　県下一の遅れ

　子ども医療費無料化中卒までが当然

　　　高知市は、 小学校入学前まで。 子ど

　も医療費助成は、 県下34自治体中32で

　中学校卒業まで。

冷たい市政から

あったか市政へ

だれもが医療介護を受けられる高知市

・国保料の値下げ

・低所得所の医療費軽減

・重度心身障害児者の医療費助成制度の拡充

・お金の心配なしに入れる高齢者施設の増設

安心して子育てできる高知市

・中学校卒業まで医療費を無料に

・中学校給食は自校調理も含めより良いものに

・保育、 児童クラブの入所待ちの解消

市民の声をきかない

　特定業者 ・特定勢力に弱い

　　　庁舎建設は市民参加が不十分、旭駅

　前の区画整備でも住民組織と会わないな　

　ど、 市民不在。 一方、 特定の勢力の声

　に弱いゆがみが。

市民が主役の活力ある高知市

・市政懇談会の開催

・支所機能を充実させる

・地域支援員の配置



(4）２０１５年１１月１０日　　   　　　　　　高　知　県　労　連　　　   　　　　　　　ＮＯ．１７９

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
１
２
月
４
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

【
事
務
的
な
関
係
で
カ
ー
ド
の
発
送

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。】

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

【ヨコのカギ】

① 出 席 者 か ら

――を徴収　③

○○と事件の両

面で調査　⑤意

気を吸うことと吐

くこと　⑦寺で作

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字
を

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ

う
？

【タ
テ
の
カ
ギ
】①
漢
字
で
つ
づ
っ
た

詩
　
②
水
素
と
ヘリ
ウ
ム
で
飛
ぶ
船
　

③
警
察
官
の
階
級
の
１
つ
　
④
足
の

　

○
○
が
高
い
　
⑥
○
○
も
鳴
か
ず
ば

撃
た
れ
ま
い
　
⑧
次
の
年
　
⑪
生

気
。
春
の
―
―
を
感
じ
る
　
⑫
液

体
か
ら
気
体
に
変
わ
る
現
象
　
⑬
チ

ラ
シ

　

１
７
８
号
の
答
え
は
「
ア
ス

リ
ー
ト
」
で
し
た
。当
選
者
は
以
下

の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

【
当
選
者
】

　
　
　

沢
山
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
機
関
紙
の
感
想
な
ど
が
あ

れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

当
選
者
の
発
表

　
　
　

山
本　

ゆ
か
り
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

岡
本　

由
美　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

左
脇　

美
枝
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

る――料理　⑨な

くて七○○　⑩○

○は投げられた　

⑫記念すべき日。

創立――　⑭第六

○○　⑮この次の

期

2016 年春闘討論

【日   程】 12月 12日(土)14:00～

【場   所】 高知城ホール2Ｆ

【講   師】 中川　香代　氏

　　　　　　　高知大学教人文社会科学部･教授

【講演内容】

　　長時間労働と生産性(仮題)

　 長時間労働の是正はライクワークバランスの観点はもちろ

ん、労働組合運動にとっても重要な課題です。今回は、企

業の生産性と長時間労働の関係について学びます。

　 長時間労働の是正に向けて、労働組合から企業へ積極

的な提案ができる組織づくりを目指しましょう。

何でも相談会日程出そろう！地域から貧困をなくそう！

地域 開催日 開催時間 場所
11月 14日 (土 ) 10:00-15:00

11月 15日 (日 ) 10:00-15:00

南国市 11月 18日 (水 ) 13 :00-15:30 土佐長岡郡教職員組合

香美市 11月 19日 (木 ) 13 :30-16 :00 香美教育会館
佐川町 11月 22日 (日 ) 13 :30-15:30 桜座2階和室

11月 27日 (金 ) 13 :30-16 :00 すさきスーパーストア　ピア

11月 29日 (日 ) 13 :30-16 :00 すさきスーパーストア　ゆたか
安芸市 11月 29日 (日 ) 11:00-15:00 本町コミュニティーセンター

土佐清水市 12月06日 (日 ) 13 :00-16 :00 土佐清水市立中央公民館

四万十市 四万十市社会福祉センター2Ｆ

須崎市

　 

医
療
生
協
と
共
催
す
る
「く
ら
し
と
い
の
ち
何
で

も
相
談
会
」
（な
ん
で
も
相
談
会
／
あ
っ
た
か
村
相

談
会
）
の
日
程
が
確
定
し
ま
し
た
。
地
域
か
ら
貧

困
を
な
く
す
こ
と
を
目
的
に
高
知
市
で
は
２
０
０
９

年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
課
題
に
目
を
向

け
、
地
域
の
底
上
げ
を
県
労
連
や
地
域
労
連
、
共

同
す
る
組
織
と
一
緒
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

須崎労連では11 月 19 日にオルグ養成講座も計画中

詳しくは、県労連ＨＰへ！

｢高知県労連｣で検索できます。

←←←←←←←←←←←←←

時事川柳を募集中！

川
柳
コ
ー
ナ
ー

福
島
の
　
責
任
取
ら
ず
　
黒
字
か
な　
　
　
　

　
　

 

　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
（
牧
師
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
　
勝
手
に
電
波
を
　
飛
ば
す
な
よ　
　
　

　
　

 

　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
（
牧
師
）

見
え
に
く
い
　
市
政
我
が
手
に
　
投
票
へ　
　
　

　
　

 

　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
（
牧
師
）

観
客
が
　
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ウ
マ
ル
　
ラ
グ
ビ
ー
場

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
（高
橋
　
狸
）

原
発
は
　
白
紙
の
撤
回
　
再
稼
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（源
　
朝
光
）


